
地域連携推進会議 議事録 

 

事業所名 共同生活援助 HIDAMARI 

サービス種別 共同生活援助（介護サービス包括型） 

開催場所 刈谷自治会館 

開催日時 令和 7（2025）年 10月 24日（金）  14：45～15：45 

構成員 

利用者 1名（〇〇様） 

利用者の家族 1名（〇〇様） 

地域の関係者 1名（〇〇様） 

経営に知見のある方 1名（〇〇様） 

福祉に知見のある方 2名（〇〇様・〇〇様） 

牛久市役所 保健福祉部 障がい福祉課 職員 1名（〇〇様） 

HIDAMARI職員 4名                           合計 11名 

議事録公開方法 

 

構成員の皆様には、印刷物としてお渡しいたします（こちらの書面で

す）。 

また、当社のホームページへ、個人のお名前などを伏せるかたちで公表

いたします。 

 

事業所からの報告 

 

本年度より定期開催が義務付けられ、今回、初めての開催となりました。

お忙しい中 皆様のご参加、誠に有難うございました。 

当日は、さらなる より良い運営につながるようなお言葉やご意見をい

ただき、改めまして感謝申し上げます。有難うございました。 

 

議題① 

サービスの透明

性・質の確保につ

いて 

 

◆入居者さんの障がい等の状況について 

当グループホームは、バリアフリー非対応・夜間介護なしのため、身

体的に重度の障害の方のご利用はございません。入居者さまは、主に 精

神疾患系の方々となっております。 

 

◆近隣の方からのご意見等について 

おかげさまで、近隣のみなさまのご理解の中で運営させていただいて

おります。ご意見をいただくことはあまりございません。有難く運営さ

せていただいております。 

 

◆地域との関わりについて 

主に、回覧板にてお知らせ頂く内容に対して、可能な限り ご協力さ

せていただいております。 

 

◆施設と地域について（自由な意見交換・情報交換） 

・区費は、どのように徴収されているのか？ 

→回覧版などでご連絡をいただいた後に、お支払いさせていただいて

おります（徴収に来てくださる事が多いです）。 

・各ホーム、民生委員さんとの関わりはどうでしょう？ 

→以前は各ホーム、関わりがございましたが、近年、関わりは減って

います（民生委員さんが代わられた際に途絶えてしまったり）。 



 

議題② 

地域との連携・理

解の促進について 

 

◆入居者さんの生活の様子や特徴等について 

当グループホームは、自立度の高い皆さまがご入居されているため、

休日の外出なども含め、割と自由にお過ごしいただいております。 

 

◆運営状況（経営状況）について 

当グループホーム（共同生活援助）HIDAMARI運営の他、当法人では、

「就労継続支援 B型事業所」と「児童発達支援/放課後等デイサービス」

と「相談支援事業所」などを事業展開しております。 

また、福祉サービス以外の事業としまして、当社取締役である医師 内

海聡の関わる事業や講演会の一部関わりや、関連する商品販売等を行っ

ております。現在、16 期目にあたり、近 3 年の売上高は、7000 万円～

8000万円程度で、直近会計年度の収支は黒字となっております。 

今後も地域に根付いた福祉サービス事業の運営を継続していく所存

でございます 

 

◆BCP（事業継続計画）の策定状況について 

当グループホームでは、大きな自然災害などの発生時にも、利用者の

皆様の安全と生活を守るために、BCP（事業継続計画）を策定し、非常時

の支援体制などをまとめております。年 2回実施しております、消防訓

練時の避難訓練などにより、対応力向上にも努めております。今後も、

必要に応じて見直しや改善を図りながら、進めて参りたいと考えており

ます。 

 

◆透明性や質の確保について（自由な意見交換・情報交換） 

・区分の軽い方中心での運営は難しいところもあるのでは？ 

→他事業との組み合わせで何とかやっております。 

・サテライトの管理体制はどのような感じなのでしょうか？ 

→（利用者様により違いはありますが、）週に１回～の訪問と 

LINE公式アカウント利用による適時対応を行っております。 

・BCPの中で、地域との関わり等は何か決まっていますか？ 

→地域との決め事などは特にございません。 

※過去に地域の防災訓練への参加実績はございます。 

 

 

議題③ 

利用者の権利擁護

について 

 

◆虐待防止について 

虐待防止に関しましては、主に、障害者虐待防止法に従い、職員研修

などを行っております。 

全国社会福祉協議会版の「職員セルフチェックリスト」も利用しなが

ら、従事しております。 

 

◆支援者（職員・世話人）会議について 

私たちの 4つのグループホームでは、2つのホーム担当ごとに分かれ、

毎月 1回、世話人会議を開催しております。内容は、事務連絡から始ま

り、ケース検討や小さな疑問などへの共有や提案、時には簡易研修 

等々。たいへん有意義な時間と考えております。 

 



 

 

◆入居者さんの希望や意向確認（モニタリング等）～意思決定支援について 

適時、入居者さんとのお話をする時間はございますが、3 ヵ月または

6 ヶ月に 1 度のモニタリング時は、日時を設定し、担当相談員さんから

の計画書を踏まえながら、改めてご本人さんからのグループホームでの

意向確認・モニタリングを実施しております。 

 

◆権利擁護について（自由な意見交換・情報交換） 

・過去に、虐待にあたる案件はありましたか？ 

→世話人が利用者さんのボロボロの傘を捨ててしまい、世話人が新

しい傘を買った、というような事はございました。 

・これまでに、身体拘束にあたるケースはありましたか？ 

→ございませんでした。 

※利用者さんを遠くまでお迎えに行った事はございました。 

※大声を出してしまう利用者さんがいらっしゃった時期は 

隣家の方々にご理解をいただきました。 

 

その他、会議で出

た意見・助言・要

望・課題 等 

 

・入居しながら、訪問看護をご利用される方もいるんですか？ 

→いらっしゃいます。現在 2名利用されています。 

・地域の会場を貸していただける、地域との関係性は良いことですね。 

・夜間従事者無しでグループホーム運営をされていることに驚きます。 

・運営上、真似させていただきたい所がありました。 

・各ホームの中を見学させていただき、気づきがありました。 

・職員さんがよくやってくれています。 

 

上記について 

会議後にGH内で

話し合った結果と

今後の取組み等に

ついて 

 

開催日 2025年 10月 24日（金） 16：00～16：15 

 

会議後、施設長・サビ管・生活支援員 2名の計 4名で、本日の振り返り

を行いました。 

2点、今後適時対応させていただくことにいたしました。 

① 各ホームの地区の、現在の民生委員さまとの関わりを再開させて

いただきます。 

② より有効な BCP（事業継続計画）のためにも、各ホームの地区の、 

防災訓練等への関わりを検討いたします。 

 

会議開催の感想 

 

ご参加の皆さま 誠に有難うございました。初めてのことで不安がござ

いましたが、まずは無事に開催でき 感謝申し上げます。 

皆様からのお言葉やご意見を、今後の運営に役立てていきたいと考えま

す。有難うございました。 

 

その他 来年も同時期の開催を予定しております。 

 


